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2026 年度 創価大学法科大学院 

B 日程 小論文試験 

 

問題２（配点 40 点） 

近年、企業や組織において「ダイバーシティ（多様性）」の推進が重要視されてい

る。ここで、「ダイバーシティ」とは、「性別、年齢、国籍、民族、障がいの有無、

性的指向、宗教、価値観などの違いを尊重し、受け入れること」と定義する。 

ある職場で、「職場におけるダイバーシティの推進は生産性を高めるか」をテーマ

に、ダイバーシティの推進について議論が行われた。以下の Aさん・Bさんの議論を

読み、各【設問】に答えなさい。 

Aさん：「ダイバーシティの推進は、企業の競争力を高める鍵だと思います。異なる

背景を持つ人々が集まることで、多角的な視点から問題を捉えられ、革新的なアイデ

アが生まれるのではないでしょうか。特に女性の活躍や外国人労働者の導入は、これ

まで見過ごされていた市場やニーズに対応する力になります。例えば、女性管理職の

登用により、組織の意思決定が多角的になり、従業員の満足度も向上すると思いま

す。外国人社員も、異なる視点から業務改善の提案をするなど、貢献度は高いと思い

ます。実際、グローバル企業では多様性を重視することで、新しい製品やサービスが

生まれているようです。」 

Bさん：「確かに理想はそうかもしれませんが、現場ではそう簡単にいかないことも

多いかもしれません。文化や言語の違いから誤解が生じたり、価値観の衝突でチーム

の連携が難しくなることもあると聞きます。生産性を高めるどころか、意思決定に時

間がかかることもあるのではないでしょうか？」 

Aさん：「異なる価値観の人が集まれば摩擦が起きるのは当然で、むしろその摩擦を

どう建設的に扱うかが組織の力になると思います。多様な人が集まれば、様々な意見

がありますが、企業や組織が多様性を認める方針を採っていれば、心理的に安心して

意見を述べることができ、少数派の意見も埋もれず、イノベーションにつながる可能

性が高まります。」 
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Bさん：「確かに、心理的に安心して意見が言えることは大事です。ただ、多様性は

“安心”だけでなく“不安”も生みませんか。新しい価値観の人が入ってくると、既

存のメンバーが“自分のやり方が否定されるのでは”と感じることもある。そうした

不安を放置すると、表面的には受け入れているように見えても、実際には排除が起き

たり、対立が深まったりするリスクがあります。」 

Aさん：「それは制度や研修の整備が不十分だからかもしれません。柔軟な働き方制

度や、障がい者や外国籍社員，女性社員へのサポート制度などを充実させることが大

切です。また、すでにダイバーシティを推進する企業では、異文化理解やジェンダー

意識に関する研修を行い、共通の価値観を築く努力をしているそうです。」 

Bさん：「でも、制度が整っていても、現場の負担が増えるのは事実です。育児や介

護などを理由に柔軟な働き方を認めると、育児や介護をしていない他の社員の業務負

担が重くなってしまうのではないでしょうか。また、外国人労働者の受け入れには、

ビザ管理や生活支援、言語対応など、企業側のコストも大きいです。宗教や文化的背

景によって、勤務時間や業務内容に制限が生じることだってあるでしょう。」 

Aさん：「それでも、長期的に見れば、多様性を受け入れる組織の方が柔軟性があ

り、変化に強いのではないでしょうか。同質的な組織では、思考が固定化されてしま

い、時代の変化に対応できなくなるリスクがあります。ダイバーシティは、単なる人

材の多様化ではなく、組織の進化のための戦略です。短期的な効率よりも、長期的な

持続可能性を重視すべきではないですか。」 

Bさん：「確かに、変化に対応する力は重要です。ただ、ダイバーシティを推進する

なら、単に人を集めるだけでなく、どう活かすかの仕組みが必要です。多様性がある

だけでは、必ずしも生産性が上がるとは限りません。むしろ、個々の違いを尊重する

あまり、共通の目標が見えづらくなることもあります。そういった中で、多様性を活

かして組織の進化につなげることは、至難の業といえるのではないでしょうか。」 

Aさん：「だからこそ、対話が必要なんです。多様性は対話がなければ機能しないと

言ってよいでしょう。異文化理解やジェンダー意識に関する研修等だけでなく、日常

的に“なぜそう考えるのか”を共有する場をつくることで、違いが脅威ではなく資源

として見えるようになります。対話が増えると、チームの結束もむしろ強まって、生

産性があがると思いませんか。」 
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【設問１】（配点 15点） 

Aさん、Bさんはそれぞれ、職場のダイバーシティの推進に対して肯定派か、慎重派

か。それぞれがどちらに属するかを答えたうえで、それぞれの主張をまとめて 200字

以上 250字以内で要約しなさい。 

 

【設問２】（配点 25点） 

肯定派が主張すると考えられる、多様性のない企業が意思決定過程において陥る可能

性のあるリスクと、それに対して予想される慎重派からの反論を述べた上で、あなた

の考えを 300字程度でまとめなさい。 

 

以上 

 


